
一人あたり50zlの予算を設け、1週間分の昼食用食材の購入を支援。

3月28日(木) 13家族が参加　合計 1712.11 zl (約6万円)

4月4日(木)  13家族が参加　合計 1618.78 zl (約5万7千円)

4月11日(木) 14家族が参加　合計 1931.34 zl (約6万7千円)

4月18日(木) 14家族が参加　合計 1926.86 zl (約6万7千円)

4月25日(木) 13家族が参加　合計 2895.23 zl (約10万1千円)
※翌週5月2日がポーランドの大型連休のため、2週間分の買い物を実施

ご支援総額

3541850.14 zl (約1億2396万円)

11284.32 zl (約39万5千円)

寄付金使用総額

2024年4月26日までの寄付総額

社会福祉法人　福田会
月次報告書
2024年4月30日 / Vol. 064

2024/3/25(月)～2024/4/28(日)の期間中の寄附
金使用額

2024年3月25日(月)～2024年4月28日(日)の支援活動

食材支援　(毎週木曜日)
　

131,197,230 円
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※祝日等で変動あり

1zl = 35円計算



クラクフ市内のウクライナ人支援団体：Zustricz財団と協力し、2024年1月23日よ
り実施していた、週2回のビジネスレベルポーランド語コースが修了した。

無料のポーランド語コースは需要が高く、受講者からの継続希望の声も多く聞か
れた。
そのため、同財団と協力し、新たに２つのポーランド語コースの実施を決定し
た。

一つは、B1試験受験のためのポーランド語コース（4月18日開始：週2回）で、も
う一つは日常会話用コース（4月25日開始：週2回）となっている。

以下は、2024年1月開始のポーランド語コースを担当した講師によるフィードバッ
ク：

“4月上旬に、コース参加者を対象にした認定模擬試験を実施しました。
試験結果は素晴らしく、最低でも75%、最高で95%のスコア結果となり、3名の生徒
は聞き取りと読解で100％の正解率を達成しています。
最も難しいとされる書き取りも結果は素晴らしく、最高で92%、最低で61%のスコ
アとなりました。
（公式の模擬試験では全てのパートで50％以上のスコアを取る必要がありま
す。）

参加者たちはとても規律正しく、皆宿題をこなし、積極的に授業に参加していま
した。
コース参加者はポーランド語でのコミュニケーションに自信を持ち、コミュニケ
ーションがより快適になったと感じているように見受けられます。”
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無料のビジネスポーランド語コース



内務省国務次官のマチェイ・ドゥシュチクは、ウクライナ国民への援助に関する法律
の改正草案において、援助制度が悪用されないよう厳格化する規定の導入を予定して
いると、ポーランド国営通信社のインタビューで回答した。
同氏はさらに、草案はおそらく4月末に国会に提出されるだろうと付け加えた。

改正草案では、ウクライナ人への 800プラス*¹ と グッド・スタート*² の給付金支
給の規制を想定している。

800プラス受給のためには、ポーランドで子どもと同居し、子どもが義務教育を受け
ているかが条件となる。
グッド・スタートについても同様で、同条件に加え、ポーランド教育法に指定されて
いる学校に通っているかどうかが条件となる。

さらに、受給者に対してこれらの前提条件が満たされているかどうか、国家機関の教
育情報システムによって厳しくチェックされる。

この法改正に対し、「一部の親は子どもの教育に十分な関心を払わず、その結果ポー
ランド人であれウクライナ人であれ、教育制度の外にいる（学校に通っていない）子
どもがいる。この改正によって子どもを学校に通わせる親が増える事に期待してい
る。」との反応が見受けられた。

同氏は、住居費の支払いに関連する規制についても語った。

具体的には、ウクライナ国民に宿泊先と食事を提供する人々に対する住宅手当*³ の
廃止を検討している。
これは、ウクライナ国民が住宅手当を受給している人の家賃を負担しているケースが
ある事が背景にある。

住宅手当の支給に関する規制についても、受給者が支給限度日数までウクライナ国民
を保護し、それ以降は住居から追い出してしまうケースも発生していたため、制度の
悪用防止という観点からは好意的に捉えられている。

*¹ 800プラス
扶養している子どもがいる家庭は、その家庭の収入に関係なく、18歳までの子ども1人につき800PLN/
月が支給される養育手当。2023年末までは支給額は500PLNであったが、2024年1月より予算が上げられ
800PLNとなった。

*² グッド・スタート
新学期を迎える子ども/学生を対象とした、年に1回の支援。所得に関係無く、300PLNが支給される。

*³ 
2022年3月16日より、ウクライナから避難してきたウクライナ国民に宿泊先と食事を提供した場合、1
日の支援につき40PLNが給付される（最大120日）

3

現地の動向


